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１ 計画策定の背景と目的 

本市では、学校の小規模化に伴う教育的課題への対応や、学校教育を取り巻く社会

環境の変化を踏まえ、持続可能な社会の創り手を育成する新たな教育環境を構築する

ため、２０２３（令和５）年１２月に「天栄中学校区における学校再編計画」（以下

「再編計画」という。）を策定しました。 

この再編計画に基づき、合川小学校、天名小学校及び郡山小学校の３校を再編し、

２０２６（令和８）年４月には新たに天栄小学校が開校しました。 

加えて、こどもたちの主体的に学ぶ力、自分で考えて生きていく力を育むため、２

０２５（令和７）年３月には、「鈴鹿市幼小中一貫教育ガイドライン（以下「ガイドラ

イン」という。）」を策定し、連続する育ちを踏まえた教育活動を展開しています。 

今後は、再編計画に掲げる将来像を実現し、再編計画及びガイドラインの方針に基

づいた義務教育９年間を一体的に見通した教育を行う「義務教育学校」の設置を目指

し、その基本的な考え方や整備の方向性を示す「天栄中学校区における学校再編計画 

～義務教育学校設置計画～」（以下「設置計画」という。）を策定していきます。 

本方針は、設置計画の策定に向けて、基本的な考え方や検討の方向性を整理し、関

係者との議論・検討を円滑に進めるための土台となるものです。 

 

＜義務教育学校開校までのイメージ図（学校の変遷）＞ 
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２ 基本的な考え方 

本市が作成している小・中学校における児童生徒数及び学級数の将来推計（以下「２

０年推計」という。）では、今後も児童生徒数の減少が続くことが見込まれています。 

こうした状況の中においても、こどもたち一人ひとりが、変化の激しい社会を主体

的に生き抜く力や、自ら考え行動する力を身に付け、将来の鈴鹿市を担う人材として

成長していくことが重要です。 

そのため、本市では、中学校区を基盤とした幼小中一貫教育を推進しており、義務

教育学校を設置することで、義務教育９年間を見通した一貫性・連続性のある教育を

より効果的に実施し、教育の質の一層の向上を目指します。 

義務教育学校の設置により期待される主な効果は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一体的な組織運営 

１人の校長のもと、１つの教

職員組織になることで、９学

年のこどもたちの日々の情

報を共有しやすく、先を見据

えた継続的な指導が可能に

なります。また、小学校教員

のきめ細かな指導と中学校

教員の専門的な指導が融合

し、より質の高い個に応じた

学習・生活指導の実現が期

待できます。 

柔軟なカリキュラム 

９年間を例えば 4-3-2制な

ど柔軟な学年段階の区切り

を設けることにより、系統性

を確保しつつ、「基礎・基本」

→「活用」→「探究」など、発

達段階に応じた教育課程を

編成することができます。ま

た、独自教科を創設すること

により、地域の特色ある教育

活動を展開することも期待

できます。 

中１ギャップの軽減 

指導体制・学習方法・家庭学

習・評価方法・生徒指導や進

路指導の手法など、小学校

と中学校で学習・生活スタイ

ルを緩やかに移行していく

ことや、９年間の継続した指

導・支援によって、いわゆる

「中１ギャップ」の緩和や解消

が期待できます。 



3 

 

３ 天栄中学校区における義務教育学校の概要 

天栄中学校区における義務教育学校の概要は、次のとおりです。 

ここに記載の内容は、議論・検討を始める前の整理となるため、議論・検討の結

果、設置計画策定時には、内容が変更となることがあります。 

 

（１）学校教育目標、学校像、カリキュラム 

 前項の「義務教育学校 ３つの変革メリット」の効果が最大限発揮できるような体

制やカリキュラムを検討し、義務教育学校としての学校教育目標や学校像の設定につ

なげていきます。 

 

 

（２）通学区域 

義務教育学校の通学区域については、現在の天栄中学校区としますが、特認校制

度（学校選択制）を活用することで、校区外からの児童生徒を受け入れることも可

能とします。 

一方で、白子中学校の学校規模の適正化を目的に、稲生小学校を卒業した児童の

天栄中学校への就学を認める通学区域の弾力化の取組については、今後、終了する

方針です。 

なお、特認校制度により入学できる児童生徒の数は、義務教育学校の通学区域に

おける就学予定者数及び学級数を勘案し、毎年度教育委員会が定めるものとしま

す。 

 

 

（３）児童生徒数及び学級数 

２０３２（令和１４）年の義務教育学校開校時の普通学級の児童生徒数及び学級

数の現時点での見込みは、次のとおりです。 

 

 

※ ２０２６（令和８）年度の２０年推計を基に整理しています。 

※ 通学区域の弾力化を終了した場合の人数です。 

※ 特認校制度の人数は、考慮していません。 

※ １学級における児童生徒の最大数は３５人です。 

 

 



4 

 

（４）教職員数 

２０３２（令和１４）年の義務教育学校開校時の教職員数の現時点の見込みは、

次のとおりです。 

 

 
※ （３）の表による普通学級児童生徒数が４８５人である場合に配置する教職員数

の見込みです。 

※ 特別支援学級の有無や、特色ある教育活動による加配等により教職員数は、増加

する可能性があります。 

※ 義務教育学校には、副校長、教頭又は教員のいずれか１名をさらに配置すること

が可能であるため、円滑な学校運営に資するよう、今後検討していきます。 

 

 

（５）通学手段 

通学手段は、通学距離や状況等に応じて、徒歩、自転車又はスクールバスとしま

す。 

なお、特認校制度利用者については、保護者の責任において、通学することにな

ります。 

詳細は、市教育委員会が定めるスクールバス運行基準などを踏まえ、今後検討し

ていきます。 
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（６）設置場所 

義務教育学校の設置場所については、市有財産の有効活用の考え方を踏まえ、天

栄中学校区内の既存の学校施設を対象に、位置や敷地面積、既存施設の築年数、安

全性、スクールバスの運用、実現性などを総合的に整理していく中において、天栄

小学校の敷地を対象として、義務教育学校の設置に向けた可能性調査を進めます。 

 

 

 

（７）施設整備 

施設一体型の義務教育学校を整備し、児童生徒や教職員が学年を超えての交流や

連携が図られる空間を考慮するなど、義務教育学校としての特性を十分発揮できる

施設とします。 

 なお、施設の詳細については、基本計画、基本設計、実施設計の段階を経て、整

備を進めていきます。 

項目 内容 

基本計画 義務教育学校の設計や工事を進める上での根幹となる計画であり、具体的な

課題や条件を整理し、概算工事費等の詳細な案を示します。 

基本設計 義務教育学校の構造や配置、備えるべき機能や設備等を設計書として取りま

とめ、具体的なイメージを明確にします。 

実施設計 基本設計に基づいた詳細な設計書を作成し、工事発注に向けて具体的な工事費

の積算を行います。 
 
 

 
（８）その他 

その他、義務教育学校設置に向けて必要な項目については、設置計画に明記しま

す。 
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４ 今後の主な取組スケジュール 

ソフトの取組については、今後、設置計画の素案を作成し、意見公募手続などに

より広く意見を聴取した上で、令和９年度中の設置計画策定を目指します。また、

令和１０年度には、地域や保護者等が参加する準備会議を立ち上げます。 

一方、ハードの取組については、令和８年度後半から令和１０年度にかけて、基

本計画、基本設計、実施設計を行った上で、令和１１年度から工事に着手し、令和

１４年度の開校を目指します。 

 

 

ソフト 

の取組 

ハード 

の取組 
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